
5.31 就業時刻設定

① 適用対象・・・・・・・・・・・・部門、従業員区分、役職グループ、勤務体系別に設定が可能です。

② 時間管理・・・・・・・・・・・・「する」を選択します。

③ 始終業の予定時刻・・・・ 「表示する」か「表示しない」かを選択します。
「表示する」の場合、勤務表新規作成の際、事前に勤務パターンの時間を勤務表の就業時刻にセットします。

5.31
就業時刻設定
勤務表作成時の出勤予定時刻の表示及び打刻連動モードを設定します。
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勤務パターン登録画

Flex勤務パターン登録画面

勤務表
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5.31 就業時刻設定

③ 打刻連動モード・・・・・・・「連動」、「非連動」、「一部連動」から選択します。

「連動」の場合、打刻時間が（まるめ設定によりまるめされた後）、勤務表の始業時刻、終業時刻に反映されます。
実働時間などの時間項目も自動計算されます。

「非連動」の場合、遅刻早退しているか、残業しているか、関係なく、勤務パターンの所定開始終了時刻が勤務表の
始終業時刻に反映されて、遅刻早退時間も残業時間も計算されません。

「一部連動」の場合、所定就業時間内に（Flexの場合はFlex時間内に）打刻した場合、連動になります。
所定就業時間外に（Flexの場合はFlex時間外に）打刻した場合、非連動になります。
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